
　一回生全員の約１８００人を対
象とした「食と健康」の講義は、前
学期・３回のみの開講です。講義
中に実施したアンケートでは、「料
理ができない」と答えた学生は約
７割にも上りました。そのような
学生に対し、３回の講義では十分
な説明ができませんし、実習を行
うことも不可能なので、学生に実
践的な知識を提供できないかと
考え、eラーニングを活用すること
にしました。

　食べるということは一生続き
ますので、過年度生に対しても食
について発信できればとも考え
ています。

　学内での学習以外に、家庭学
習や復習というようなものも非常
に重要です。講義中も動画を教
材として使っていますが、やはり
家庭内学習でこそ視聴して欲しい
と考えます。例えば、何か料理を
作りたいとか、野菜の保存方法を

知りたいといった際です。
　やり方がわからずに失敗して
食材を無駄にするのではなく、
講義中に紹介できないような具
体的な内容をeラーニングにお
いて学習し家庭でも実践、さら
には応用してもらえることを期
待しています。

　料理を示し説明するだけで
はその料理が完成するまでの
流れが伝わりません。ドラマ
仕立てにすることで、流れや手
順が分かるようになります。動
画コンテンツはそういう意味で
とても効果があると思い、実際
に学生に出演してもらい制作し

ました。
　やはり、本などの教材や言葉
で伝えられないものがイメー
ジ的に伝わり、観れば分かると
いう動画の魅力が活かせたと
思います。料理以外であって
も、文章ではなかなか伝わりに
くい教育内容については、映像
コンテンツを制作することで
非常に伝わりやすくなると思い
ます。

　例えば数学や科学といった教
科であれば、基本的な知識のあ
るなしを筆記テストなどではっき

り測定できるのですが、料理につ
いて尋ねたとしても「全然知らな
い」や、「言葉の上では知っている」
など、回答する学生によりさまざ
まです。
　そして、いざ実践という手技に
なると個々人で大差がありますの
で、どこからの流れを実践すれば
良いのか、度々学生と話し合い、
考えなければなりませんでした。

　今後は食堂でのメニューの組
み合わせや、学生が一から作らな
くても、電子レンジだけでできる
手軽な料理なども紹介し、更に展
開していきたいと思います。

　個人では映像に関する知識も
ないので消極的に考えていまし
た。今回、愛大GPにて大学生向
けの食育に関するテキストを作
成し、プラスして映像コンテンツ
も制作することで、調理用語を知
らない学生に説明しても伝わら
ない部分が、動画コンテンツによ
りしっかりカバーされ、私たちが
思っていた以上に完成度の高い
ものになったと思います。こちら
が望んでいるものはすべて撮影
できましたし、映像に関する知識
不足といった不安も、いろいろ教
えてもらうことで解消できました。
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コンテンツの種類   動画や PowerPoint のデータを使用して制作したコンテンツを、Moodle 上で学生が聴講できるタイプです。

準備したPowerPointの資料に沿っ
て解説映像を撮影し、動画編集ソフ
トでその2つを連動させる、講義の動
画コンテンツでは最も一般的なスタイ
ルです。主にMoodleではPPTと
映像の分離型、DVDやBlu-Rayな
どのメディア向けに統合型を用いて
います。
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▲調理の実習や農学部の
演習林などへのロケ撮
影した動画をメインに
使用するタイプ。小窓
に講師の解説映像を表
示したり、わかりやすい
ように強調したテロッ
プを使ったりなどが自
由にできます。

ストーリー性のある説明を
紙芝居風にしたり、解説音
声のみ収録し、似顔絵やイ
ラストを使用したコンテン
ツも制作できます。

料理に関する知識や手技は
測りにくい

学生出演のドラマを取り入れた
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